
学校給食摂取基準に基づく給食指導を行うために・・・
　学校給食摂取基準は、厚生労働省が定める「日本人の食事摂取基準（２０１０年版）」を参考とし、これまで文部科学省や日本スポーツ振興センターが行った食事調査等の結果から、児童生徒の健康の増進及び食育の推進を図るために望ましい栄養量を算出したものです。文部科学省の示すこの基準は児童生徒の１人１回あたりの全国的な平均値を示したものであるため、適用に当たっては、個々の児童生徒の健康状態及び身体活動状況、並びに地域の実情等を十分に配慮しなければなりません。
給食施設と各学校および教育委員会等は、情報を共有しながら各学校の実情に応じた基準を作成し、適切な学校給食を提供して、個に応じた栄養管理を目指します。
　　学校給食食事摂取基準活用の手順
　　　　　　　PDCAサイクルに基づいた基準値の活用

同学年の児童生徒であっても、身長・体重、運動量等が異なるので、個に応じた栄養管理を行ない、PDCAサイクルに基づき、基準値が適正かどうか評価し、絶えず改善に努めます。　　　　　










各学校等の基準を作成　（※１）
　　　各学校及び調理場では、児童生徒の実態を把握しながら、基準を求めます。

　（１）　推定エネルギー必要量を求める。
①　児童生徒の身長・体重・年齢、性別の把握
②　児童生徒の学校給食及び家庭における栄養素等の摂取

状況の把握または食事状況の把握
③　児童生徒の活動量（身体活動レベル）の把握

　　（２）　各栄養素の推定平均必要量から、たんぱく質、脂質等の成分表に収載されているその他の栄養素の給与量を定める。

　　　　

　　　　
　　　　　




　　　　
個人の基準値の決定　
→　各学級の基準　→　各学年の基準　→　調理場の基準　→　献立作成　　
（２）　献立作成　（※２）
　献立作成にあたっては、食事摂取基準は摂取範囲で示されているので、どの数値も１日単位ではなく、１週間程度の一定期間で栄養量を満たすように配慮する。　
（３）　身体状況の把握（※３）
　　個別の対応が必要な児童生徒のほか、肥満や痩身傾向は直ちに認められないものの、一定期間で急激な体格の変化が認められた場合も、成長曲線等を活用しながら食育及び改善指導を行う。　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　学級担任等と連携を図った給食指導

（１）　個別指導のための学級別シート等の作成（※４）
　　　　　各調理場では、学校から提供された身長・体重等のデーターを基に、肥満度、日常の活動等の個別指導に必要な留意点をまとめた学級別シート等を作成し、給食指導に活用する。
　　　　　★取扱い上の留意点★
　　　　　　　　
「学級別シート」は、栄養教諭や学校栄養職員が、「保護者等との個別面談」や「給食時間における指導」に活用するために作成するものである。

　　　　　　　指導の際に、学級担任等に提示するような場合は、必ず、作成した栄養教諭や学校栄養職員等が直接、その内容について十分に説明しなければならない。（資料の特性上、安易に資料だけを送付することは避ける。）

　なお、給食活動に慣れていない小学校低学年においては、特に喫食状況と「学級別シート」の数値が必ずしも一致しないことがあり、指導の際には他の学年以上に配慮を要するため、家庭との連携を十分に図りながら活用する。　　　　　　
学校給食栄養管理者用





調理場


からも





教室でも
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Ｄ　給食の提供・食に関する指導


配膳量の提示


給食指導資料の提供　等


（※給食指導Ｑ＆Ａ及び学級別シート）





身体計測の結果から、成長曲線を作成し、教室での配膳時にも、活動量の差や、「肥満」や「やせ」等の児童生徒への個別対応を行います。





食事評価


　対象集団の把握


（肥満度等）





Ｃ　事後の評価


摂取量（残食調査）


身体状況（成長曲線）（※３）　等





Ｐ　食事計画の作成


基準値の決定（※１）


献立作成（※２）





Ａ　評価に基づく改善


基準値の変更


集団及び個別指導（※３）　等











栄養教諭等は、給食時間の指導等には、個別相談指導のための学級別シート等（※４）を活用し、学級担任と協力して給食指導を行います。





２





②、③については、調査の実施が困難な場合は、集団の一部や他の類似集団のデーターを参考にする。





個人の推定エネルギー必要量の算出





推定エネルギー量から主食の量を決定する。


　　　　　　　炭水化物エネルギー比率　　５０％～７０％


　　　　　　　　主食で　３８％～４２％のエネルギー量を目安とする。　　　　　　


　　　　　　　　　　例：　エネルギー　６４０kcal　　


米　　８０ｇ　　パン（小麦粉）　６０ｇ　　　　　　　　
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カルシウムの給源として牛乳が毎日提供されているため、上限は２０％となっている。
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　推定エネルギー量からたんぱく質を決定する。


　　　　　　　たんぱく質　エネルギー比率　１２～２０％


　　





家庭で不足しがちな栄養素を学校給食で補えるよう、施設・設備、人的配置等を考慮しながらできる範囲で補うことを目指す。


ナトリウム（食塩）以外は、１日の１/３を下回らない。
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　　推定エネルギー量から脂質を決定する。


　　　　　　　脂質　エネルギー比率　２０～３０％


　　





　　摂取不足による健康障害に注意するべき主な栄養素


　　　ビタミンB１、ビタミンB２、ビタミンA、ビタミンC、


鉄、カルシウム


　　





４





５





　　生活習慣病の一次予防で注意するべき主な栄養素


　　　ナトリウム（食塩）、カリウム、マグネシウム


亜鉛　食物繊維など


　　





３








